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MINICUBE2をお買い上げいただきありがとうございます。
MINICUBE2は，ルネサス エレクトロニクス製フラッシュ・メモリ内蔵
マイコンのオンチップ・デバッグに加えてフラッシュ・メモリ・プロ
グラミングも可能なオンチップ・デバッグ・エミュレータです。
この資料を一通りお読みいただくことで，MINICUBE2を使用するための
準備から起動，およびサポートについての概要をご理解いただけます。

＜1＞梱包内容の確認
本製品に添付の梱包明細書に従って，添付品を確認してください。
万一，添付品の不足や破損が見られる場合，当社販売員または特約
店までご連絡ください。

＜2＞MINICUBE2の製品情報，ドキュメントについて
MINICUBE2に関わる製品情報につきましては，以下のルネサス エレク
トロニクスWEBサイト（以降MINICUBE2情報サイト）をご覧ください。　
　http://www2.renesas.com/micro/ja/development/asia/minicube2/ 
　minicube2.html

MINICUBE2のハードウエアに関するドキュメントも MINICUBE2情

報サイトに掲載しています。またこの資料で記述するMINICUBE2ユー
ザーズ・マニュアルとは，MINICUBE2情報サイトに掲載されている
ものを示します。

＜3＞MINICUBE2用ソフトウエアについて
ルネサス エレクトロニクス製のMINICUBE2用ソフトウエアは下記の
WEBサイト（以降ODS）をご利用ください。

　http://www2.renesas.com/micro/ja/ods/index.html　
ソフトウエアは最新版の使用を推奨いたします。
下記ソフトウエアのバージョンアップ通知を希望される場合，ODSト
ップページのバージョンアップ通知サービスへお申し込みください。
　・デバッガ
　・デバイス・ファイル
　・パラメータ・ファイル

　パートナー製ソフトウエアを使用する場合は，パートナー各社の資
料を参照してください。

最初に，MINICUBE2用ソフトウエアのインストールを行います。ここ
ではルネサス エレクトロニクス製ソフトウエアのインストールについ
て説明いたします。
注意：ソフトウエアのインストール前にMINICUBE2をホスト・マシン

へ接続しないでください。 

＜1＞デバッガ　
デバッガはオンチップ・デバ
ッグをするときに必要です。

・ODSから対象デバイス
用 の 統 合 デ バ ッ ガ
IDxxQBをダウンロード
してください。
例）
V850マイコン用：
　ID850QB
78K0マイコン用：
　ID78K0-QB
・ダウンロードした実行形式ファイルを実行してください。ウィザー
ド（図1）が起動しますので，ウィザードの内容に従ってデバッガ
とUSBドライバ，MINICUBE Utilitiesをインストールしてください。

＜2＞デバイス・ファイル
デバイス・ファイルはオンチップ・デバッグをするときに必要です。

・ODSから対象デバイス
のデバイス・ファイル
をダウンロードし，解
凍を行ってください。
・スタート・メニューから
「デバイス・ファイル・
インストーラ」（図2）を
起動して，“インスト
ール”ボタンを押して
ください。
・解凍したファイルが存
在するフォルダを参照
し，NECSETUP.INIを

指定（英語版OSの場合_csetup.INI）し，以降の操作を進めてくだ
さい。

＜3＞プログラミングGUI（QB-Programmer）
QB-Programmerはフラッシュ・プログラミングをするときに必要です。

・ODSからQB-Programmerをダウンロードしてください。
・ダウンロードした実行形式ファイルを実行してください。ウィザー
ドが起動しますので，ウィザードの内容に従ってQB-Programmer
とUSBドライバ，MINICUBEユーティリティをインストールしてく
ださい。＜１＞で，すでにインストールしたコンポーネントを選択
する必要はありません。

＜4＞パラメータ・ファイル
パラメータ・ファイルはフラッシュ・プログラミングをするときに必
要です。

・ODSから対象デバイスのパラメータ・ファイルをダウンロードし，
解凍を行ってください。フォルダ内に.prmファイルが解凍されます。
・解凍されたパラメータ・ファイルを，任意のフォルダにコピーして
ください。
QB-Programmerのデバイス・セットアップでパラメータ・ファイ
ルを指定するときは，コピーしたパラメータ・ファイルを指定して
ください。

＜5＞USBドライバの認識
ソフトウエアをインストール後，MINICUBE2をホスト・マシンに接
続してください。USBドライバが認識されます。
Windows XPの場合は，「新しいハードウエアの検出」ウィザードが
開きますので，“ソフトウエアを自動的にインストールする”を選択
して，以降の操作を進めてください。

図2　デバイス・ファイル・インストーラ

図1　インストール・ウィザード

インストールボタン

セット
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MINICUBE2でオンチップ・デバッグするためにはユーザ資源（メモリ空間など）の確保が必要です。また，セキュリティIDは第3者からプ
ログラム内容を読み取られないようにするために必ず設定します。これらの設定は，MINICUBE2ユーザーズ・マニュアルに掲載されてい
ますので，そちらを参照して設定してください。消去済み（フラッシュ・メモリ空間が全て0xFF）のデバイスが対象であれば，そのまま
デバッガの起動を行うことができます。これにより，ターゲット・システムの回路設計が正しいか確認することができます。消去済みの
デバイスではセキュリティIDが“0xFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF”になります（10bytes）。78K0SではセキュリティIDの設定はありません。

スタート・メニューからQB-Programmerを起動してください。
起動後の操作はQB-Programmerのユーザーズ・マニュアルをご覧ください。

スタート・メニューからデバッガを起動してください。
起動後の操作はデバッガのユーザーズ・マニュアルをご覧ください。

インフォメーション

V850マイコン：
V850ES/KG2
V850ES/HG2
V850ES/JG2
V850ES/IE2

78Kマイコン：
78K0/LG2
78K0/KF2
78K0S/KB1+
78K0R/KG3

MINICUBE2 ホストマシン USBケーブル

MINICUBE2の各設定を行い，ターゲット・システムと接続します。こ
こでは，ターゲット・システムの回路設計が完了したものとして説明し
ます。なお，ターゲット・システムの回路設計に関する情報は，
MINICUBE2ユーザーズ・マニュアルに掲載されています。

＜1＞スイッチの設定
MINICUBE2の本体スイッチ（右図）を
以下に従って設定してください。

●モード選択スイッチ：
V850, 78K0が対象デバイス→“M2”
78K0S, 78K0Rが対象デバイス→“M1”
●電源選択スイッチ：
ターゲット・システムの電源を使用→“T”（推奨）
ターゲット・システムへ３Vを供給 →“３”（定格電流 100 mA）
ターゲット・システムへ５Vを供給 →“５”（定格電流100 mA）

＜2＞接　続
※ターゲット・システムの電源はOFFの状態で行ってください。

図①，②の順番に従って接続してください。78K0マイコンのオンチップ・
デバッグ時は点線内で示す78K0 -OCDボード注1をあらかじめ
MINICUBE2に接続してください（プログラミング時は不要です）。
接続後モードLED（右図参照）が光ります。モードLEDの光り方につい

ては，MINICUBE2ユーザーズ・マニュ
アルを参照してください。

＜3＞ターゲット・システムの電源ON
ターゲット・システムの電源を投入してください。

①ターゲット・ケーブルでターゲット・システムと接続

②USBケーブルでホスト・マシンと接続

MINICUBE2

ターゲット・システム 16 pinターゲット・ケーブル注2

ホストマシンUSBケーブル

MINICUBE2

注1．78K0-OCDボードは出荷時に20 MHzのクロックが搭載されています。設定
を変更する場合はユーザーズ・マニュアルを参照してください。

　2．78K0マイコンのオンチップ・デバッグ時は，10 pinターゲット・ケー
ブルを使用することもできます。

モード選択
スイッチ

電源選択
スイッチ

ご購入時にMINICUBE2が故障していないか，またはファームウエアが
最新か確認します。
ファームウエアが最新でない場合，対象となるマイコンのデバッグ，ま
たはフラッシュ・プログラミングができない可能性があります。

＜1＞MINICUBE2自己診断ツールの起動
MINICUBE2をご購入時の状態で，下図のようにホスト・マシンと接続し，
スタート・メニューからMINICUBE2自己診断ツールを起動してください。

＜2＞自己診断の実行とファームウエア・バージョンの確認
MINICUBE2自己診断ツールの初期画面上の「Start」ボタンを押してくだ
さい。自己診断がスタートします。
“MINICUBE2 SELF-TEST:OK”が表示
されれば，正常です。NGの場合，当社
営業または特約店までお問い合わせく
ださい。表示されたファームウエアの
バージョンがODSに掲載の“MINICUBE2
ファームウエア”と一致していれば最
新です（右図参照）。

MINICUBE2ソフトウエアのページ：
http://www2.renesas.com/micro/ja/ods/index.html→バージョンアッ
プ・サービス→MINICUBE2シリーズ用ソフトウエア

最新でない場合は，MINICUBE2自己診断ツールのユーザーズ・マニュ
アルを参照して，ファームウエアを更新してください。
自己診断とファームウエアの確認後は，いったんMINICUBE2とホスト・
マシンの接続を外してください。

http://www2.renesas.com/micro/ja/development/asia/ 
minicube2/minicube2.html

＜１＞ターゲット・システムの回路設計について
MINICUBE2と対象デバイスの通信用として，ターゲ
ット・システムに専用の回路設計が必要になります。
回路接続に関する情報については，MINICUBE2ユー
ザーズ・マニュアルを参照してください。

＜２＞トラブルシューティング
万一のトラブル時は，下記チェック・ツールを使用して
ください。
・MINICUBE2自己診断ツール（MINICUBE2自己診断用）
・OCDチェッカー（ターゲット・システムとの通信確認用）
上記ツールでもトラブルを解決できない場合，WEBサ
イトのFAQをご覧いただくか，下記ページを参照してお
問い合わせください。

　　http://japan.renesas.com/contact/index.html

＜３＞パートナー製ソフトウエアについて
パートナー製ソフトウエアを使用する場合は，パートナ
ー各社の資料を参照してください。

＜４＞オプション製品のご紹介
下記のデバイスはお試し用として，ターゲット・ボード
をご用意しています。MINICUBE2用のコネクタが実装
されており，すぐにデバイスの動作確認ができます。

対象デバイスは，順次追加しています。オーダー情報や
他のオプション製品については，以下のMINICUBE2情
報サイトをご覧ください。

モードLED

ご使用に当たっては，最新の製品マニュアル，データシートの記載事
項をお読みください。

ルネサスエレクトロニクス株式会社
http://www.renesas.com

ファームウエア・バージョン
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